火入れの注意事項

平成26年3月
与謝野町農林課
1. この注意事項においての「火入れ」とは、土地の利用上の目的をもってその土地の上にある立木竹、雑草、堆積物等を面的に焼却することをいう。
2. 火入れを行う場合は、与謝野町火入れに関する条例に基づき火入れを行う10日前までに申請を行い、火入れの許可を受けてから行ってください。また、許可を受けてから、消防署に「火災とまぎらわしい煙又は火災を発する恐れのある行為の届出書」を提出してください。また、河川の草焼きを行う場合は、管理者の承諾が必要となります。

3. 許可には、0．5ｈａまでは10人以上、1．0ｈａまでは15人以上の火入れ従事者が必要です。

4. 従事者は消火道具を必ず準備して下さい。（スコップ、バケツ、水タンク、エンジン付き散水ポンプ等）
5. 周囲にガソリンスタンド等発火の可能性がある施設がある場合は、必ず事前に連絡・調整を行ってください。

6. 火入れ地に隣接する農事組合長又は維持管理組合長に実施の旨をあらかじめ連絡してください｡

7. 事前着火を絶対せず、着火時刻は厳守してください。
8. 火入れの許可の期間中であっても、強風注意報、暴風警報が発令された場合には、火入れを行ってはならない。
また、火入れ中に風勢等によって延焼するおそれがあるときは、速やかに消火してください。
9. 乾燥注意報や火災気象通報の発令時には消防署の指導を受け、場合によって中止（延期）してください。
10. 作業にあたる人が風向きによって火に撒かれないよう、互いに十分注意して下さい。
11. 火入れの際、多量の煙が道路に出て交通障害を起こさないよう注意して下さい。

12. 火をつけた人（組合単位）の責任となりますので、事故のないよう完全に火が消えるまで監督し、消火を確認した後で現場を退去してください。
13. 火入れ地の周囲は、類焼を防止するため草刈を行い幅７ｍ以上の防火帯を設けてください。また、危険な箇所は事前に草刈りを行うなど、類焼防止対策を講じてください。
・山陰丸和林業附近、国道バイパス附近、河川公園、府道・町道（特に電線に注意）、住宅地付近など
14. 許可を受けた区域以外を、便乗して焼くことは絶対やめてください（田んぼの草、あぜ、土手など）。違反した場合は、森林法第205条の罰則規定により処罰されます。また、ゴミ等の廃棄物を投棄したり、一緒に燃やさないでください。違反した場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第25条の罰則規定により処罰されます。
15. 農地に刈り草、木くず等を集積し燃やす場合、火入れの許可で行えません。もし、燃やす場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第14条に基づき自己責任で行ってください。ただし、違反した場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第25条の罰則規定により処罰されます。
16. 万一、ケガ等の事故が発生した場合は、速やかに対処し、町へ報告をしてください。
17. 火入れを行う前に一旦全員集合し、上記を再確認し作業を開始して下さい。
＜参考＞
　（森林法 第205条）

· 森林法第21条第1項の規定に違反したものは20万円以下の罰金に処する。

· 森林法第21条第1項の規定に違反し、これによって他人の森林を焼燬したものは、30万円以下の罰金に処する。この場合において、その森林が保安林であるときは、50万円以下の罰金に処する。

　（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 第25条）

· 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条、第16条の2の規定に違反したものは、五年以下の懲役もしくは千万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。

